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研究成果の概要（和文）：第一次世界大戦という未曽有の出来事は、社会・政治・文化のさまざまな面で大きな
転換を促したが、その一つとして、国際人道活動が戦時中から活発化し、戦後に質・量ともにさらに拡大した点
が挙げられる。本研究課題では、赤十字国際委員会を例に、とりわけその組織化と専門化の過程を多様な史料を
用いて検討し、国際人道活動が戦時の経験をいかに振り返りつつ、戦後世界においてどのように発展・変容した
のかを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The First World War, which was a huge catastrophe for the whole world, led  
various transformations in social, political and cutural level, including that of international 
humanitarian activities. The latter became highly active during the war, and expanded furthermore in
 both quantitative and qualitative terms in the aftermath of the conflict. This research project 
analysed the activities of the International Committee of the Red Cross, and especially its 
organisation and professionnalisation, in order to explore how experiences during the war 
contributed to the developpement of post-war international humanitarian activities.

研究分野： 国際関係史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題は、現代の人道活動へと連なる20 世紀前半の「近代的人道活動」の萌芽について赤十字国際委員会
の組織化と専門化の過程を検証した。さらに国境を越えて活動する個々人のプロフィールに光を当て、そのネッ
トワークを歴史的に再構築したことで、グローバル人材の育成を目指す現代の日本社会に示唆を与えることがで
き、社会的意義があるものと考える。また、非国家組織やその構成員が国際社会の主体としていかに組み込まれ
たのかを明らかにすることで、従来の国際関係史の方法論的刷新を試み、トランスナショナル・ヒストリーの手
法による新たな歴史像を提供した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
国際人道活動は、20 世紀後半以降の現代的問題として、政治学・法学・国際関係学の分野で

研究されてきたが、1990 年代後半、その歴史的進展にも目が向けられ始めた（Ph. Ryfman,La 
question humanitaire, Paris, 1999）。政治的・軍事的諸変動の犠牲者に対する救援活動の歴史的分
析は、従来の政府間関係に加えて、国際組織や非政府組織などを新たな外交主体として取り込
み、赤十字や YMCA など国際的ネットワークを持つ民間組織の役割に光が当てられた（例え
ば、D. Kévonain, Réfugiés et diplomatie humanitaire, Paris : Publication de la Sorbonne,2004.）。そう
した研究成果を受け、ブリューノ・カバンヌは 2014 年の著作で、第一次世界大戦を契機とし
て、それ以前からヨーロッパに存在した慈善活動が、科学や専門知識を動員し国際化した近代
的人道活動へと転換したと、論じている（B. Cabanes, The Great War and the Origins of 
Humanitarianism, 1918–1924, Cambridge : Cambridge University Press, 2014.）。近年では、人・モノ・
知識・技術の国境を越えた循環に着眼したトランスナショナル・ヒストリーの手法が国際人道
活動史にも積極的に取り入れられている。たとえば、グローバル・ヒストリーの隆盛に竿差す
フランスの歴史雑誌 Monde(s) : histoire, espaces, relations の 2014 年 6 号の特集号は、
Philanthropies transnationales（トランスナショナルな慈善）であった。その中で、国家の働きや
影響力を無視すべきではないとする点、人道組織を中立的・非政治的団体と捉えるのではなく、
そこに植民地主義やナショナリズムがいかに表れたかに着目する点など、より批判的な視座を
持った人道活動史研究が進められるようになった。日本国内でも、日本赤十字社に関する研究
成果（黒沢文貴・河合利修編『日本赤十字社と人道援助』、東京大学出版会、2009 年）のほか、
アメリカ・ヨーロッパ史分野では若手研究者による成果がこの数年で発表されている（五十嵐
元道『支配する人道主義―植民地統治から平和構築まで』（岩波書店、2016 年）及び大澤広晃
や牧田義也の研究など）。ただし、英語圏を対象とする研究に偏っている点、歴史を扱っていて
も政治学や法学の専門家による理論分析が多い点から、実証的かつ批判的な歴史研究を赤十字
国際委員会が本部を置くフランス語圏を含む幅広い地域を対象に今後進めていく必要があると
研究遂行者は考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
「近代的人道活動」（上述カバンヌ 2014）をより多面的に解明するためには、赤十字国際委

員会の組織戦略や個別アクターについて社会史的・文化史的視座から検討していく必要があっ
た。第一次世界大戦後は、従来の活動の不足点や今後の展望が議論されはじめ、人道活動の枠
組みの整備が急務とされたと同時に、戦後も続いた様々な政情不安や紛争の犠牲者救援のため
に迅速な現場対応が求められた、組織にとっての過渡期である。赤十字国際委員会という国際
的な非国家アクターが、内部の組織化と専門化をいかにして進めたかを、外部との関係性に目
を配りつつ実証的に分析することによって、20 世紀前半の国際社会の多層性の解明を試みた。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、１）1920 年代の国際会議や規約の設定を通して赤十字国際委員会がいかに組織化

されたかを、国際政治の中に位置づけマクロなレベルで分析すること【赤十字国際委員会の組
織化の検討】、２）同時期に人道危機解決のために派遣された調査団の活動内容や個々人の働き
を通して、人道活動の専門化がいかに進められたかをミクロなレベルで検討すること【人道活
動の専門化の検討】、の二方向で実施された。史料に関しては、赤十字国際委員会（ジュネーヴ）
の史料を、同委員会と関係が深かった政府関係者や国際法学者の史料を持つスイス・フランス・
アメリカ合衆国の国立文書館、並びに他の人道組織の関連史料と照らし合わせるという、マル
チアーキヴァルな手法を取り、多角的分析を進めることにした。実際には、2018 年 2 月に 3 週
間のフランス国立文書館・国立図書館、ジュネーヴの赤十字国際委員会史料室での史料調査、
2019 年 2 月に 3 週間のフランス国立図書館、外務省文書館での史料調査を行った。 

 
 
４．研究成果 
赤十字国際委員会の組織化の検討に関連する成果 
赤十字国際委員会は終戦直後から、死者・傷病者だけでなく軍人捕虜・民間人収容者など多

様な戦争犠牲者を生み出した大戦の経験から、19 世紀に定められた国際法では現状の人道危機
の解決には不十分であること、赤十字の活動を拡大する必要があることを認識していた。した
がって、1920 年代の赤十字国際会議や同委員会が参加した外交会議で、赤十字運動の今後の方
向性や各組織間での役割分担がいかに検討されたのかを検証をおこなった。とりわけ、大戦以
降に新しく人道活動の救援対象者となったカテゴリーに関して国際法上の保護が話し合われた
が、どのような基準で彼らは分類・定義されたのか、どういったカテゴリーが議論の俎上に乗
りやすく、あるいはどのカテゴリーの犠牲者の保護が看過されがちであったのか、という点に



関し、準備委員会や国際会議の議事録並びに法学者による注釈を用いて分析した。その成果は、
1929 年に制定された捕虜法典に光を当てる形で、口頭報告と論文で発表した。【雑誌論文①、
学会発表⑧】 
さらに、赤十字国際委員会が、国際連盟やほかの人道組織（日本赤十字社、アメリカ赤十字

社、YMCA など）とどのような関係にあるか、赤十字国際委員会の活動を赤十字運動全体の中
にどのように位置づけるかについては、2019 年ポルトガルで予定されている学会で報告予定で
ある。【学会発表①】 
また、赤十字国際委員会が現地調査団派遣や国際法制定／改正のための動きを活発化するき

っかけとなった第一次世界大戦及びその直後の人道的危機の状況について、とりわけロシアを
めぐる国際情勢を中心に論じた。【雑誌論文②③、学会発表②④⑥】 
 
人道活動の専門化の検討に関連する成果 
申請者は、海外特別研究員（2015-2017）としてのジュネーヴ滞在時に、1919 年から 1923 年

にかけて戦争捕虜の帰還を実施するために赤十字国際員会が派遣した調査団に関する史料群の 
所在を全て確認し、写真に収めることができた。本研究計画では、150 箱に及ぶこの史料群 
ACICR-MIS の詳しい検討を開始した。史料はドイツや東欧諸国を中心とした 10 カ国以上での
調査団の報告書を含み、派遣人員の選抜・派遣先での労働条件・調査団の運営状況・現地での
外交交渉・他組織との関係など人道活動の実態について分析を進めた。また、調査団に雇われ
た個人の前後のキャリア、具体的活動、適性などを辿ることで人道活動に身を投じた個々人の
軌跡をこれらの史料から抽出することを試みた。【学会報告⑤、図書①】 
研究計画はおおむね順調に進んだが、この観点からの検討については、達成できなかった部

分もある。2019 年 2 月にアメリカ・スタンフォード大学のフーヴァー・インスティチュートで、
1920 年代にアメリカがヨーロッパで行った人道活動に関する史料を調査する予定だったが、同
組織の資料室が 2018 年末より 1 年間改築のため閉鎖となったため、予定していた調査を本研究
計画期間内に遂行することができなかった。また上述した MIS の史料は非常に量が多いため、
すべての閲覧を本研究機関内に終えることはできなかったため、本史料群に基づく最終的な成
果報告までにはもう少し時間をかけたい。 

 
そのほか、この研究で得た知見・方法論を活かし、歴史学の方法論に関わる議論への参加や、

大学生向けのフランス史の教科書の分担執筆などを行った。【雑誌論文④、学会発表③⑦、図書
②】 
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